


どの方向から風が吹き出すかわからないときは
四方向に張り綱をとります

強風時に張り綱をポール
に巻き込むことで、耐風
性がアップします。

⑤風対策

本体ポール

ポールを交差する向きに注意
して下さい(スムーズに開
く方が正しいです）

最初にテント本体天井部の受け部にポールの
センターハブをスライドしてセットします

上下に注意します
ポッチが下面になります

倒立スリーブにポールを
しっかりさし込みます

次にフックをポールに
かけます

②柱の組み立て

③柱の固定

④壁を立ち上げる

風上に出入り口
を向けると
出入り口開閉時に
テントが破損しや
すくなります

方向を考えて出入り口
を決めます

直射日光に出入り口を
向けると、テント内の
温度が上がりやすくな
ります

土台は角が直角になるように固定します
（平行四辺形にならないように）

①土台を作る

製造販売

テント各部分の説明
テント本体（壁と土台）
インナーテントとも呼びます。四隅を地面に固定して使用します。
また、柱（ポール）を固定する仕組みを持っています。
本体四隅にあるバックルは、別売のフライシートを使用する時に必要です。

ペグ
テントや張り綱を地面に固定する杭です。

張り綱
主に、風の強いときにテントを安定させるために使用します。一方の端を本体の
張り綱ループに結びつけ、もう一方の端をベグで地面に固定します。

※張り綱ループの位置は
　右図①をご確認ください。

柱
ポールとも呼びます。ゴムヒモの繋ぎ通りに組み立てます。テント本体に取り付
けて使用します。
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センターハブ(　部が下になります)

凸

ポールを奥までしっかりはめ込みます
センターハブ部分は若干浮きますが、品質に問題はありません

＊崖の直下に設営後、長雨で崖崩れが発生。また、落石や野生動物が落下してく
　る危険もあります。
＊河原で設営後、上流部の集中豪雨で急激に水増し、野営中の人々がテントごと
　流されました。また、海岸や湖畔（特に人造湖）なども水位の変化により浸水し
　た事例があります。
＊開けた高地設営後に、落雷が直撃しました。
＊高圧線の直下で設営中、組み立て中の柱（ポール）が高圧線に接触し感電。
＊温泉地のくぼ地に設営後、夜間に無風になり、毒ガス中毒が発生しました。
＊テント内で火器を使用、通気量不足により窒息。
　また、火災の発生事例もあります。

テント使用中に起きた過去の事故例

本体ポール

ペグループ

張り綱

  土台
（グランドシート）

接続
バックル

倒立スリーブ

張り綱ループ

張り綱

一定の方向から強い風が吹いているときは
風上側に張り綱をとります

⑥強風対策

出入り禁止

出入り口

張り綱
ループ① 張り綱

ループ②

張り綱ループ①
晴天時に張り綱で引っ張ることにより
通気性UPが可能です

張り綱ループ②
小雨時に入口横ファスナーをオープン
して張り綱を引っ張ることで通気性
UPが可能です

図①
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